
○１　科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実

（１）がんの１次予防

①生活習慣 喫煙率の減少 がん罹患率の減少

望まない受動喫煙の減少 （胃）

生活習慣の改善 （大腸）

②感染症対策 B型肝炎ウイルス感染者の減少 （肺）

肝がんの早期発見 （肝）

HPVワクチン接種済みの女性の増加 （乳房（女性））

HTLV-1感染の防止 （子宮頸部）

（２）がんの2次予防（がん検診）

がんの早期発見 P3

○２　患者本位で持続可能ながん医療の提供 がん死亡率の減少

（１）がん医療提供体制等 （胃）

診療の質の向上 P4 （大腸）

患者・家族のQOLの向上 P5 （肺）

（２）希少がん及び難治性がん対策 （肝）

希少がん患者への適切な医療の提供 P6 （乳房（女性））

（３）小児がん及びAYA世代のがん対策 （子宮頸部）

小児がん診療の質の向上

AYA世代のがん診療の質の向上

（４）高齢者のがん対策

がん診療の質の向上 P6 がん生存率の向上

○３がんとともに尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築

（１）相談支援及び情報提供

がん患者が、相談を利用し役立ったと思えること

がん患者が治療の選択に必要な情報を得られていること

（2）社会連携に基づく緩和ケア等のがん対策・患者支援 患者及び家族の療養

がん患者が望んだ場所で過ごせること

在宅患者の生活の質の向上

（3）がん患者等の社会的な問題への対策（サバイバーシップ支援）

①就労支援 がん患者が治療と仕事を両立できていること

②アピアランスケア 外見の変化に伴う苦痛が軽減できていること

③がん診断後の自殺対策 がん患者の自殺の減少

④その他の社会的な問題 がんに対する偏見の払拭

（4）ライフステージに応じた療養環境への支援

①小児・AYA世代 AYA世代の患者とその家族への支援の充実

就学支援制度が適切に利用されていること

②高齢者 高齢の患者の療養生活の質の向上
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○３ がんとともに尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築

○２ 患者本位で持続可能ながん医療の提供

○１ 科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実

分野アウトカム 最終アウトカム 全体目標

山梨県がん対策推進計画（第４次） ロジックモデル（概要） 資料2-2

※資料2-3中の
該当ページ

※資料2-3中の
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※資料2-3中の
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